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2004.6.25 
ＡＶ－Ｐ960Exif変換ソフト（ExifCnv.exe） 

操作説明書 V1.0.1 
 

ExifCnvは、ﾕｰｻﾞｰが用意した Jpeg ﾌｧｲﾙを AV-P960で表示可能な形式ﾌｧｲﾙに変換するﾕｰﾃｨﾘﾃｨです。 
付加機能として画像内容を確認する Jpeg用 ImageViewerも備えています。 
 ※ご注意）Jpeg ﾌｧｲﾙによっては、変換ができないものもあります。ご了承ください。 
 
■動作環境 

Microsoft Windows98,98SE,ME,XP,2000で動作可能。 
MFC42.DLL,MSVCRT.DLLが必要です。 

 
■インストール方法 
 ExifCnv.exeを任意のフォルダーにコピーします。 
 
■操作方法 

 ExifCnv.exe起動すると以下の画面が表示されます。 
 メニュー
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【メニュー】 

Convert 

Batch Convert 
本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの主機能である画像変換の設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ(下図)を表示します。 

ﾘｽﾄ順編集ﾎﾞﾀﾝ 

 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの説明 
 ・Input File Directory 
   変換前の原画像の格納ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。ﾌｫﾙﾀﾞの指

   指定するとﾌｧｲﾙﾘｽﾄにﾌｫﾙﾀﾞ内の Jpeg ﾌｧｲﾙのﾘｽﾄが表示
変換はﾘｽﾄ順に行われます。順番を変えたい場合は、ﾘ

ﾘｽﾄ順編集ﾎﾞﾀﾝで順番をかえます。 
またﾌｧｲﾙ名の左にあるﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽのﾁｪｯｸを外すと変換対

（ﾃﾞﾌｫﾙﾄはﾁｪｯｸ有） 
変換対象のﾌｧｲﾙは 9999個以内として下さい。 

  
・Output File Directory 
   変換後の画像の格納ﾌｫﾙﾀﾞを指定します。 
   ﾌｫﾙﾀﾞの指定は直接入力または Browse ﾎﾞﾀﾝで行います
   ※AV-P960で表示できる SDカードを作成するために

¥¥DCIM¥100JVCAV¥Imagxxxx.jpg  (xxxx：数
ﾌｧｲﾙﾘｽﾄ
 

定は直接入力またはBrowseﾎﾞﾀﾝで行います。 
されます。 
ｽﾄ上の変えたいﾌｧｲﾙ名をｸﾘｯｸして選択し、 

象から外すことができます。 

。 
は、以下のフォルダー構成が必要です。 
字) 
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・Output File Top Seq No. 
   変換処理はﾌｧｲﾙﾘｽﾄ順（ﾁｪｯｸﾎﾞｯｸｽがﾁｪｯｸされているﾌｧｲﾙのみ対象となります。）で行われ、 

変換後 Imagxxxx.jpg（xxxx：変換順の番号）とﾘﾈｰﾑされます。 
   この時の最初の付与番号を指定します。 
    例）xxxx=0010 とすると出力画像は Imag0010.jpg,Imag0011jpg,Imag0012.jpg… となります。 
   指定は 0001～9999の範囲で指定して下さい。Imag9999.jpgの次は Imag0001.jpgに戻ります。 
   出力先ﾌｫﾙﾀﾞに同名の画像ﾌｧｲﾙがある場合は、上書きしますので注意してください。 

 
・Aspect 

    出力画像ｻｲｽﾞは、1024×768固定です。（AV-P960が XGA ｻｲｽﾞのみのｻﾎﾟｰﾄのため） 
 
・Quality 
  変換ﾌｧｲﾙの圧縮画像品位を設定します。設定範囲は 1~100（ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 75）で値が大きいほど変換後の 
  画質が高品位になり、ﾌｧｲﾙｻｲｽﾞは大きくなります。 
【ご注意】画像品位と圧縮率について 
画像品位は原画以上になることはありません。 

    原画ｻｲｽﾞより小さくﾘｻｲｽﾞする場合でも、原画の圧縮率が高い場合はﾌｧｲﾙｻｲｽﾞが原画ﾌｧｲﾙより 
大きくなることがあります。 

 
・Default 

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞの設定（Input File Directory, Output File Directory ,Output File Top Seq No.）を 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄに戻します。 
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設定が終わったら、OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると変換処理が開始されます。変換処理中はﾀﾞｲｱﾛｸﾞが 
進行状況を表示します。変換を途中で止めたい場合は、Abort ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
 
 
Image Viewには、変換終了後の画像が 

  表示されます。 

 

一括変換処理中は×ﾎﾞﾀﾝは無効になります。 

最大化,最小化ﾎﾞﾀﾝは、１画像変換終了後に動作します。

変換中には動作しません。 

一括変換処理を中断する時ｸﾘｯｸします※ 

一括変換中の画面 
 

  ※複数の画像変換中に Abortをｸﾘｯｸした場合は、現在変換中の画像が変換終了した後に中断します。 
 

変換処理が終了すると、以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが現れます。OK ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして終了させて下さい。 
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※Input File Directoryの指定ﾌｫﾙﾀﾞがなかった場合 
以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され、ﾌｫﾙﾀﾞを作るか否かを質問されます。 
｢はい｣をｸﾘｯｸするとﾌｫﾙﾀﾞ作成します。作成されたﾌｫﾙﾀﾞに画像ﾌｧｲﾙを入れﾒﾆｭｰ選択の Batch Convert 
からやり直して下さい。 
｢いいえ｣をｸﾘｯｸするとｷｬﾝｾﾙされます。 

       

         
 
※Output File Directoryの指定ﾌｫﾙﾀﾞがなかった場合 
以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され、ﾌｫﾙﾀﾞを作るか否かを質問されます。

｢はい｣をｸﾘｯｸするとﾌｫﾙﾀﾞ作成し、変換を開始します。｢いいえ｣

   

  

 
※本ソフトで、変換できないファイルの場合 
以下のﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され、処理をｽｷｯﾌﾟすることを知らせます。

OK ｸﾘｯｸすると、変換とﾌｧｲﾙ名の番号付与はｽｷｯﾌﾟされ次のﾌｧｲﾙか

 

       

日本語ＯＳの場合 
英語ＯＳの場合 

 
をｸﾘｯｸするとｷｬﾝｾﾙされます。 

 

日本語ＯＳの場合 
英語ＯＳの場合 

 
ら続行します。 
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以下は、Convert以外の付加機能です。 
 

File 
 Jpeg用 ImageViewerの操作です。 

Open（Ctrl+O） 
画像を選択して開きます。 

Close（Ctrl+F4） 
選択されている画像を閉じます。 

 
Tool 

Status Bar 
ｽﾃｰﾀｽﾊﾞｰの表示/非表示の切り替えを行います。 

Size Up（ ] ） 
画像を開いた時にﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰに追加されます。選択画像の表示を拡大します。 
変換処理中は無効になります。 

Size Down（ [ ） 
画像を開いた時にﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰに追加されます。選択画像の表示を縮小します。 
変換処理中は無効になります。 

Size Raw（Ctrl+Alt+0） 
画像を開いた時にﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰに追加され、選択画像が 1倍表示以外の時有功になります。 
選択画像を 1倍表示します。変換処理中は無効になります。 

Fit window（Ctrl+F） 
画像を開いた時にﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰに追加されます。画像に合わせてｳｲﾝﾄﾞｳｻｲｽﾞを調整します。 

 
Window 
画像を開いた時、一括変換を開始した時にﾒﾆｭｰに追加されます 
Layer 
画像ｳｨﾝﾄﾞｳを重ねて表示します。 

Horizontal 
画像ｳｲﾝﾄﾞｳを横長にして並べて表示します。 

Vertical 
画像ｳｲﾝﾄﾞｳを縦長にして並べて表示します。 

Close All（Ctrl+L） 
全ての画像ｳｲﾝﾄﾞｳを閉じます。 

 
Version 
本ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ表示をします。 
 

【ステータスバー】 
開いた画像の情報（画像ｻｲｽﾞ,圧縮情報）、一括変換の変換ｻｲｽﾞ情報（主画像）を表示します。 

 
以上 


